
水城跡（太宰府市）

左手から右手前方に延びる土塁とその前後の濠（現在は埋まってしまっている）が水城跡/664年、唐と新羅の攻撃に備えて全長1.2kmにわたり、
築かれた大宰府の防衛施設跡/東側の国分丘陵にある水城跡展望台から西方向を見たところで、右方向が博多湾、左方向が太宰府跡



　　　　　　太宰府を博多湾から来る敵から防衛するために、水城・大野城・基肄城などが築かれた

特別史跡　水城跡/太宰府市教育委員会（文化財課）　より



　　　博多湾から見た水城と古代官道（東門ルートと西門ルートがあった）/北西から見たところ

特別史跡　水城跡/太宰府市教育委員会（文化財課）　より



上空から見た水城跡/最初の写真は右手の国分丘陵にある水城跡展望台から左手方向（西方向）を見たところで、右手に古代官道の東門跡、
左手に西門跡がある



まず、東門跡と西門跡の中間付近にある「欠堤部」から「土塁断面ひろば」へと進もう



ここが「欠堤部」で、手前の東側部分は高速道路や鉄道により破壊されてしまっている/西方向を見たところ



　　土塁の左手の内濠跡を見たところ



　　同じく右手の外濠跡を見たところ/説明坂が立っている





　　　　　そこで振り返って東方向の「欠堤部」を見たところ/前方の山は大野城が所在する四王寺山



　　　さて、西方向にある「土塁断面ひろば」へと進もう



　「土塁断面ひろば」まで進むと、その先の土塁は鉄道で分断されている/前方の木立に覆われた土塁は西門跡まで続いている



　　そこで振り返ると、ここが「土塁断面ひろば」/土塁の頂部に標柱が立っている



　　「史蹟　水城阯」と記されている



　左手を見たところ/こちらが外濠側



　右手を見たところ/こちらが内濠側



　　　　　　少し退いて「土塁断面ひろば」を見たところ





　　　　　　　　しきそだ

　　　　これは土塁の敷粗朶や版築を表していると云う





　こちらにもさまざまな説明坂がある













　　　　　　前方の山は大野城が所在する四王寺山



　　四王寺山をアップで見たところ



　　さて、次は東門へ進もう/右手が国分丘陵で左手は「欠堤部」の高速道路など



　　　　　　ここが東門跡のある古代官道跡（東門ルート）/左手が国分丘陵



　　　　右手に土塁と外濠を見たところ/前方に「欠堤部」の高速道路が見える



左手に土塁と外濠を見たところ/一段低い手前の部分の土塁は模擬的に造ったもので「水城館」となっている



「水城大堤之碑」、「東門礎石」、「古代官道跡」、「水城館」、「万葉歌碑」、「木樋取水口跡」、「水城瓦窯跡」などがある





　　　こちらは「水城大堤之碑」





　ここは東門跡







　　②の江戸時代に「鬼の硯石」と云われた東門の礎石



　　③の礎石（手前）と④の石（奥）



　　　　　ここは「東門推定地」





　　　　　　千手観音堂がある



このカラー舗装のされているエリアが「古代古道跡」ということのようだ/左手の道は日田街道というらしい/この先に太宰府跡がある







　　　そこから西側を見ると西方向に延びる木立に覆われた土塁が見える/こちらに「木樋取水口跡」、「水城瓦窯跡」がある



東側を見ると左手に一段低くなった模擬的に造った土塁（水城跡復元丘陵）が見える/復元丘陵は「水城館」として利用されている



　　　　　　水城館/史跡見学や学習、観光の案内場所として利用されている



　　水城館の近くに立つ「万葉歌碑」





　　　　　　さて、西側にある「木樋取水口跡」、「水城瓦窯跡」を見てみよう



こちらの土塁には小さな神社があった



　　　境界を守り悪霊の侵入を防ぐ塞の神が祀られている/この辺りに外濠への吐水口があったようだ



反対側（内濠側）へ進む



　　　　　　両サイドは「木樋（縦樋）」のレプリカらしい



　　　　　反対側から見たところ



　　　　　　そこで右手を見ると標柱と説明坂が見える



　　「史蹟　水城疎水渠乃址」と記されているようだが？



　　　ここが取水口の一つのようだ





　太宰府側の取水口から外濠へ水を供給するためのシステム



　　　さて、少し西方向に進むと「水城瓦窯跡」がある



　　　　　説明坂が立っている





　　さて、水城跡の全体像を見るために東側の国分丘陵に登ってみよう/城跡のような地形を登って行く





　　　　右手は急斜面のため、トラロープが張ってある



　　　　　　雰囲気が出て来た



　　　前方に見晴らし台が見える



　　　　　ここが水城跡展望台



水城は大野城跡に連なる丘陵を次々と結び、博多湾に接する福岡平野への太宰府の開口部を塞ぐために築造されたもので、大野城がある
四王寺山の裾野にあたる国分の丘から南西の方向に対面する吉松丘陵を直線で結ぶものであった



　　国分丘陵の水城跡展望台から見た水城跡/右方向が博多湾、左方向が太宰府



　　これは「水城館」のあった復元丘陵を見下ろしたところ
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